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　「関ケ原ふれあい２１」が１０月２０日（土）、２１日（日）に、
ふれあいセンター周辺において開催されました。
　２１日（日）にはふれあい広場において関ケ原町民ダン
ス大会が行われました。「よさこいソーラン」では幼稚
園児のみなさんが元気に踊りを披露してくれました。
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スローガン　無事故で年末　笑顔で年始
１２月１１日（火）～１２月２０日（木）

運動の重点：夕暮れ時と夜間における高齢者の交通事故防止
飲酒運転の根絶　　　　　　　
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参加、体験、情報発信　関ケ原の魅力を体感した2日間 

　１０月２０日（土）、２１日（日）に関ケ原町の一大イベント『関ケ原ふれあい２１』が開催されました。｢参加する側が多
く集うイベント｣をテーマに様々な催しが行われました。昨年から引き続き開催されました『関ケ原歴史絵巻』。昨年の
『壬申の乱』につづき、今年は『源平合戦』をテーマに歴史行列や鉄砲隊演武、歴史パフォーマンスなどが行われま
した。その他ふくしフレンドパークやふれあい動物園、各種物産展、バザーなど多くの催しが大盛況のなか開催されま
した。両日ともさわやかな秋晴れで天候にも恵まれ多くの人で賑わいました。ここで一部を写真で紹介します。 

▲のろしパフォーマンス
関ケ原のろし駅伝実行委員会
が戦国時代ののろしを再現。

▲ふれあい動物園
ヤギにエサをやったりさわったりと
子どもたちの楽しそうな声が響いて
いました。

▲枝打ち・ぶり縄による木登り実演
関ケ原町森林づくり委員会が「枝打
ち」等を披露しました。

▲子どもまつり
不破こども劇場の子どもたちがお店
を開きました。たくさん売れたかな。

▲

ふくしフレンドパーク
子どもからお年寄りまで
多くの方がゲームなどを
して楽しみました。

▲こどもバレエ
かわいい衣装を着た子ど
もたちが一生懸命踊って
くれました。

▲ふれあい物産展
兄弟都市鹿児島県日置市、ゆかりのまち愛知県岡崎市からも出展いただきま
した。

▲巣箱づくり教室
上手に作れたかな。
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▲関ケ原町民ダンス大会
去年にひきつづき、ヒップホップダンスやよさこい
ソーランで観客を楽しませてくれました。

▲県立岐阜総合学園高等学校　太鼓部演奏
太鼓部のみなさんが関ケ原合戦をイメージした創作
太鼓を披露。見事な太鼓の演奏に圧倒されました。

▲関ケ原歴史パフォーマンス　「源平合戦～常盤と静、義経慕情」
迫真の演技に見入りました。

▲

▲

関
ケ
原
歴
史
行
列

鼓
笛
隊
を
先
頭
に
、若
武
者
隊
、

鉄
砲
隊
、
源
平
合
戦
隊
が
、
会

場
一
帯
を
行
列
し
ま
し
た
。

▲鉄砲隊演武
轟音にびっくりするお子さんも…。

▲花木苗の無料配布
長蛇の列ができました。

▲恒例のフリーマーケット大会
大勢のお客さんでにぎわいました。

▲ファイナルもちまき
今年は折りたたみ式自転車など賞品の当たりくじつ
きのもちをまきました。

▲関ケ原音頭
一般の方も参加してみんなで輪になって踊りました。
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月
３
日
（
土
・
祝
）
に
東
野
の

１１

 
三  
輪 
チ
ヨ
ノ
さ
ん
が
、
め
で
た
く
百

み 

わ

一
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
町
で
は
、

「
関
ケ
原
町
長
寿
者
褒
賞
条
例
」
に

よ
り
百
歳
以
降
の
誕
生
日
に
は
そ
の

都
度
褒
賞
金
を
贈
り
長
寿
を
お
祝
い

し
ま
す
。
当
日
は
町
長
が
三
輪
さ
ん

の
お
宅
を
訪
れ
、
チ
ヨ
ノ
さ
ん
の
ご

長
寿
を
祝
福
す
る
と
と
も
に
敬
老
の

意
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
お
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

三
輪
チ
ヨ
ノ
さ
ん
（
東
野
）
が

百
一
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

　
　

月
４
日
（
日
）
ふ
れ
あ
い
セ
ン

１１
タ
ー
に
お
い
て
、
関
ケ
原
町
立
関
ケ

原
北
小
学
校
創
立　

周
年
記
念
式
典

３０

が
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
５
、
６
年

生
に
よ
る
剣
舞
、　

年
の
歴
史
を
振

３０

り
返
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
鑑
賞
、
初
代
校
長

先
生
の
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。
式
典

に
は
生
徒
さ
ん
を
は
じ
め
保
護
者
の

み
な
さ
ん
や
歴
代
の
職
員
の
み
な
さ

ん
な
ど
た
く
さ
ん
の
方
が
訪
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
思
い
出
に
ひ
た
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た　

月
３
日
（
土
・
祝
）、

１１

４
日
（
日
）
に
は
「
誰
で
も
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
ｉ
ｎ
北
小
２
０
０
７
」
が
開
催

さ
れ
、
こ
ち
ら
も
多
く
の
人
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

関
ケ
原
町
立
関
ケ
原
北
小
学
校

創
立　

周
年
記
念
式
典

３０

　
　

月　

日
（
土
）
に
行
わ
れ
た
ふ

１０

２０

れ
あ
い　

の
中
で
Ｊ
Ｒ
ウ
ォ
ー
ク
参

21

加
者
を
青
少
年
ガ
イ
ド
の
メ
ン
バ
ー

が
案
内
を
し
ま
し
た
。
不
破
の
関
守

跡
と
、
島
津
義
弘
陣
跡
、
笹
尾
山
で

の
ガ
イ
ド
を
行
い
ま
し
た
。
ど
の
史

跡
で
も
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と

声
を
か
け
な
が
ら
、
自
分
で
考
え
た

ガ
イ
ド
文
を
話
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
案
内
を
何
度
も
す
る
う
ち
に
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ガ

イ
ド
の
あ
と
に
は
お
礼
の
言
葉
や
拍

手
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

「
何
年
生
？
す
ご
い
ね
」
と
言
っ
て

い
た
だ
い
た
り
し
て
会
話
が
は
じ
ま

り
、
た
く
さ
ん
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
日
は
幸
運
な
こ
と
に
テ
レ
ビ
番
組

の
取
材
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
思

い
出
に
残
る
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

〈
青
少
年
ふ
る
さ
と
歴
史
ガ
イ
ド
〉

た
く
さ
ん
の
人
に
関
ケ
原
を
紹
介
し
た
い

　
　

月
10

　

日
∫

25歴
史
講

座
と
史

跡
講
座

の
受
講

生　

名
３１

が
、
福

井
県
小

浜
市
を

訪
れ
、

京
極
氏

の
足
跡

を
た
ど

り
ま
し

た
。
現

地
歴
史
ガ
イ
ド
、「
若
狭
の
語
り
部
」

の 
澤  
田 
さ
ん
に
案
内
し
て
い
た
だ
い

さ
わ 
だ

て
見
学
を
し
ま
し
た
。
常
高
寺
で
は

京
極
高
次
の
妻
、
常
高
院
（
お
初
）

の
墓
所
を
見
学
し
、
山
東
町
徳
源
院

に
あ
る
京
極
氏
の
墓
と
比
べ
な
が
ら

み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
午
後
に

は
高
次
が
築
城
し
た
小
浜
城
跡
を
訪

れ
ま
し
た
。
石
垣
し
か
残
っ
て
は
い

ま
せ
ん
が
、
遺
構
を
巡
り
な
が
ら
天

守
跡
に
上
り
、
小
浜
湾
に
臨
む
往
時

の
「
水
城
」
を
想
像
し
ま
し
た
。
歴

史
講
座
で
学
習
し
た
こ
と
を
現
地
で

確
か
め
、
よ
り
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

〈
歴
史
講
座
・
史
跡
講
座
合
同
現
地
研
修
〉

京
極
氏
の
栄
華
を
訪
ね
て
小
浜
へ

　
　

月
５
日
（
月
）
高
齢
者
保
健
体

１１
育
事
業
の
一
環
と
し
て
、
町
主
催
の

第　

回
老
人
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
と

５４
第
２
回
老
人
ペ
タ
ン
ク
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
役
場
新
庁
舎
西

側
に
新
し
く
増
設
さ
れ
た
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
で
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
結
果

　
　
　
　

優　

勝　

陣
場
野
チ
ー
ム

　
　
　
　

準
優
勝　

若
宮
チ
ー
ム

　
　
　
　

３　

位　

柴
井
チ
ー
ム

ペ
タ
ン
ク
大
会
の
結
果

　
　
　
　

優　

勝　

玉
寿
会
Ａ

　
　
　
　

準
優
勝　

小
池
寿
会
Ａ

　
　
　
　

３　

位　

玉
寿
会
Ｂ

　

老
人
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
・

老
人
ペ
タ
ン
ク
大
会
開
催
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学
校
の
歩
み
を
調
べ
よ
う

　

新
校
舎
の
建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。
建
設

の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
子
ど
も
た
ち
の
活
動

場
所
で
あ
っ
た
施
設
も
次
々
に
解
体
さ
れ
、

す
っ
か
り
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

　

四
十
六
年
間
の
歴
史
を
刻
ん
だ
校
舎
に
は
、

こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
先
輩
た
ち
が
残
し
た

足
跡
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
子
ど
も
た
ち
は
「
わ
ざ
み
の

学
習
」（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
）
を
中
心
と

し
て
学
校
の
歩
み
を
調
べ
る
学
習
を
進
め
て

い
ま
す
。

・
今
の
学
校
を
写
真
や
絵
で
残
す
活
動

・
父
母
や
祖
父
母
、
近
所
の
人
な
ど
か
ら
の

聞
き
取
り
を
通
し
た
昔
の
学
校
調
査

・
残
っ
て
い
る
資
料
か
ら
学
校
の
歴
史
を
調

べ
る
活
動

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
に
応
じ
て
工
夫
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
調
べ
た
こ
と

を
個
人
や
グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
、２
月　

日（
土
）

２３

の
宝
物
発
表
会
で
発
表
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

活
動
を
通
し
て
歴
史
と
伝
統
が
滲
む
校
舎
に

愛
着
と
誇
り
を
も
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
の
校
舎
に
刻
ま
れ
た
歴
史
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
今
度
は
新
し
い
校
舎
で

新
し
い
学
校
の
歴
史
を
自
分
た
ち
の
手
で

作
っ
て
い
け
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
関
ケ
原
南
小
学
校
）

（
関
ケ
原
南
小
学
校
） 

（
関
ケ
原
南
小
学
校
） 解体中の合戦庭

中庭のオブジェをスケッチする児童校舎建築を待つ中庭

　

関
ケ
原
町
で
は
、
毎
年
、
町
表
彰
条
例
の
規
定
に

基
づ
い
て
、
自
治
振
興
な
ど
各
分
野
に
お
い
て
、
町

の
振
興
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
よ
り
功
労
感
謝
状
が
創
設
さ

れ
、
従
前
よ
り
幅
広
い
範
囲
で
の
表
彰
が
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
町
功
労
者
表
彰
式
は
、　

月
３
日

１９

１１

（
祝
・
土
）
の
文
化
の
日
に
関
ケ
原
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
別
功
労
者
と
し

て
表
彰
さ
れ
た 
上  
村  
文  
昭 
氏
は
関
ケ
原
町
消
防
団
員

か
み 
む
ら 
ふ
み 
あ
き

と
し
て
永
年
勤
続
し
、
消
防
団
の
発
展
と
地
域
の
防

災
体
制
の
確
立
、
町
の
振
興
発
展
に
ご
尽
力
を
頂
き

ま
し
た
。
ま
た
十
六
名
の
方
に
功
労
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
今
後
も
ご
健
康
に
留
意
さ
れ
、
一
層
の
ご
活
躍
を

期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

特
別
功
労
者

　
 
上  
村 　
 
文  
昭 
氏

か
み 
む
ら 

ふ
み 
あ
き

功
労
感
謝
状
（
順
不
同
）

 
井  
野  
美 
惠
   
 
子 
氏　
　

�

い 

の 

み 

え 

こ

よ
し

   
 
田 　
 
信  
之 
氏

だ 

の
ぶ 
ゆ
き

 
坂  
東 　
 
成  
雄 
氏　
　
 
森  
田 　
　

ば
ん 
ど
う 

し
げ 
お 

も
り 
た

 
正 
氏

た
だ
し

 
北  
村 　
　

き
た 
む
ら

 
功 

い
さ
お

氏　
　
 
山  
本  
千 
惠
   
 
子 
氏

や
ま 
も
と 
ち 

え 

こ

 
村  
田 
す
み 
子 
氏　
　
 
池  
田 
ひ
さ 
子 
氏

む
ら 
た 

こ 

い
け 
だ 

こ

 
増  
田 
よ
し 
子 
氏　
　
 
坂  
東 　
 
紀  
喜 
氏

ま
す 
だ 

こ 

ば
ん 
ど
う 

き 
よ
し

�た
か

   
 
田 　
 
輝  
芳 
氏　
　
 
甲  
斐 　
 
和  
代 
氏

だ 

き 
よ
し 

か 

い 

か
ず 
よ

 
林 

は
や
し　
　
 
英  
男 
氏　
　
 
谷  
口 　

ひ
で 
お 

た
に 
ぐ
ち

 
省 

し
ょ
う 

藏 
氏

ぞ
う

 
生  
駒 　
 
悦  
子 
氏　
　
 
小  
川  
華  
都  
美 
氏

い 
こ
ま 

え
つ 
こ 

お 
が
わ 
こ 

と 

み
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絵画の部

 議 長 賞   桑  原 よしこ「睡蓮」
くわ ばら

 教 育 長 賞  冨  田  萬  治  郎 「日光浴の大家族」
とみ だ まん じ ろう

 芸術文化協会長賞  曽  我  治  太  郎 「清流」
そ が じ た ろう

 奨 励 賞  小  谷 　 紀  子 「松鷹の図」
こ たに もと こ

写真の部

 町 長 賞  山  田 　 隆  史 「十六夜」
やま だ たか し

 教 育 長 賞  柏　 
かしわ

 千  世 子   「私が主役よ」
ち せ こ

 芸術文化協会長賞  古  田 　 茂  己 
ふる た しげ き

「早春、荒崎の日御崎にて」

 中日新聞社賞  加  藤 　 信 子   「孫」
か とう のぶ こ

手芸の部

 町 長 賞  今  井  真  須  美 「手染めの花」
いま い ま す み

 議 長 賞  志  水 ますえ「爛漫（ちぎり絵）」
し みず

 教 育 長 賞  西  脇  喜  代  子 「秋の七草　はぎ」
にし わき き よ こ

彫塑工芸の部

 町 長 賞 �
たか

    木 　 隆  嗣 「静寂」
ぎ たか し

 議 長 賞 �   
たか

 木 　　 剛 「生」
ぎ ごう

 教 育 長 賞  大  塚 ゆかり「芽生」
おお つか

 芸術文化協会長賞  国  分  加  代  子 「ちゃわん」
こく ぶ か よ こ

 中日新聞社賞  岩  佐 　 玉  雄 「フクロウ」
いわ さ たま お

 奨 励 賞  山  田 　 隆  史 「水車山車」
やま だ たか し

書道の部

 町 長 賞  佐  古 　 笑  子 「秋の夜は」
さ こ えみ こ

 議 長 賞 �
よし

    田 　 静  子 「若山牧水の歌」
だ しず こ

 教 育 長 賞  柳  瀬 　 一  郎 「知足」
やな せ いち ろう

 芸術文化協会長賞  長  谷  川 　
は せ がわ

 洋 「貞廉能守其節」
ひろし

 中日新聞社賞  西  村 　 完  市 「樹涼暑気」
にし むら かん いち

 奨 励 賞 �   
よし

 田 てる 江 「初月帖より」
だ え

 奨 励 賞  河  崎  貴  美  子 
かわ さき き み こ

「中秋雲浄出滄海半夜露寒當碧天」

 奨 励 賞  田  中 　　
た なか

 弘 「秋風起白雲飛」
ひろし

　１０月２０日（土）より関ケ原ふれあいセンターで行われていた第３２回関ケ原町美術展には、町内外から見
応えのある作品が数多く出展されました。去る１１月３日（土・祝）には表彰式が行われ、各部門において
下記の方々が入賞されました。おめでとうございます。
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22　関ケ原町体育協会主催による第２２回町民体育祭が、桃配運
動公園を中心に町内各体育施設で行われました。白熱したソフト
ボール・バレーボール大会。楽しい雰囲気で開催されたグランドゴ
ルフ・ゲートボール大会、元気いっぱいのスポーツ少年団野球・空
手大会。 
　各会場から、大きな声援と笑い声が響いた１日でした。 

優　勝　　今須野球少年団　　２勝０敗 
準優勝　　北野球少年団　　　１勝１敗 
三　位　　南野球少年団　　　０勝２敗 

○町民体育館　ステージ側コート 
　優　勝　関中１年生　準優勝　中町 
○町民体育館　玄関側コート 
　優　勝　関中3年生　玉 

○桃配運動公園　多目的広場西会場 
　優　勝　関ケ原中クラブ 
　準優勝　笹尾 
○桃配運動公園　多目的広場東会場 
　優　勝　若宮 
　準優勝　公門五 
○関ケ原北小学校グランド 
　優　勝　六反田 
　準優勝　宝有 
○関ケ原中学校グランド 
　優　勝　陣場野 
　準優勝　御祭田 

○役場庁舎前グランド 
　優　勝　関ケ原製作所 
　準優勝　公門 

有段の部　　　　優　勝　北川　裕規　準優勝　松井　　拓　３　位　北川　莉菜 

１級 の 部　　　　優　勝　居林　将也　準優勝　山田　摩耶　３　位　三輪　秀弘 

２級 の 部　　　　優　勝　二木　遼太　準優勝　篠原　伸子　３　位　杉山　陽星 

３級 の 部　　　　優　勝　杉岡　純也　準優勝　佐藤　大和　３　位　西村　大起 

４・５級の部　　　　優　勝　佐藤　大明　準優勝　福田　陸稀　３　位　岩瀬　晃子 

無級の部　　　　優　勝　古山　　瞳　準優勝　古山　　恵　３　位　石�　大騎 
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◯Ａブロック 

　優　勝　安藤　道子　 

　準優勝　曽我　好子 

　三　位　安部　文子 

◯Ｂブロック 

　優　勝　長谷川しい子　 

　準優勝　坂東智惠子　 

　三　位　安部　　之 

EC
O

エコミュージアム関ケ原今月のイベント 
イベント参加希望の方は 
電話にてお申込みください 
　　　　　TEL 43―5724

体験教室
しめ縄づくり教室～手作りのしめ飾りで正月を迎えよう！～

日　　時　12月8日（土）午前10時～午前12時

場　　所　エコミュージアム関ケ原（午前9時45分より受付）

講　　師　野上あすなろ会

定　　員　20名

材　料　費　300円

持　ち　物　ハサミ

内　　容　玄関に飾るしめ飾りを作ります

花もち作り教室～正月に花もちを飾ろう！～

日　　時　12月15日（土）午前10時～午前12時

場　　所　エコミュージアム関ケ原（午前9時45分より受付）

講　　師　西南濃女性林業グループ　花水木の会

定　　員　15名

材 料 費　500円

持 ち 物　花きりバサミ、カッター、タオル、紙袋または風

呂敷（花もち持ち帰り用）

内　　容　米粉を使って花もち飾りを作ります 

スクラップブッキング教室

～最高の思い出をクリスマスに飾ろう！～

日　　時　12月22日（土）午前10時～午前12時

場　　所　エコミュージアム関ケ原（午前9時45分より受付）

講　　師　 伊  藤  直  子 さん（大垣市）
い とう なお こ

定　　員　15名

材 料 費　700円

持 ち 物　スティックのり、はさみ、ピンセット、シャープ

ペンシル、定規、カッターナイフ、Ｌ判サイズの

写真1枚

内　　容　思い出の写真を色紙などで美しく飾り付けて楽し

みます

ギャラリー
パノラマ写真展　～壮大な伊吹山の風景をあなたに！～

出　　展　 野  村  民  夫 さん（垂井町）
の むら たみ お

期　　間　12月2日（日）～1月30日（水）
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糖尿病の薬物療法について糖尿病の薬物療法について
〈はじめに〉

　最近話題のメタボリック症候群の１つに糖尿病があります。血糖は膵臓から分泌されるインスリンという

ホルモンによって下がります。糖尿病にはインスリンを作る細胞が破壊されインスリンが分泌されなくなる

１型糖尿病と、インスリンの分泌量が減ったり肝臓や筋肉などがインスリンの作用をあまり感じなくなる２型

糖尿病があります。食事や肥満などが関係しているのは２型糖尿病で、日本の糖尿病の９５％以上はこのタイ

プです。

〈なぜ治療が必要か〉

　糖尿病には初め症状はありませんが、高血糖状態が続くと様々な合併症が生じます。成人の失明原因第一

位の網膜症、血液透析の原因第一位の腎症、手足のしびれや全身に様々な影響が出る神経障害が三大合併症

といわれ、それ以外にも脳卒中や心筋梗塞を招く動脈硬化も早く進行します。そのため食事・運動療法を行

い肥満のある方は減量し、それでも血糖値が高い場合には飲み薬やインスリン注射などの薬物療法を追加し

ます。

〈薬物療法〉

　１型糖尿病はインスリン注射が必要ですが、今回２型糖尿病の内服治療について説明します。糖尿病の飲み

薬は①膵臓からのインスリン分泌を促す薬、②消化吸収を遅らせ食後の血糖上昇を緩やかにする薬、③イン

スリンの感受性を高めたり血液中への糖の放出を抑えたりする薬、の大きく３つに分けられます。これらを

単独あるいは併用しますが、飲み薬を必要以上に増やさないためにも食事・運動療法はしっかりと続ける必

要があります。

〈低血糖に注意〉

　糖尿病薬の作用が強く現れ血糖値が正常範囲より下がること（低血糖）が時にあり、この状態では脳が十

分働かず生命に危険な状態となることがあります。低血糖症状には「動悸」「手足のふるえ」「脱力感」「物

がぼやけて見える」「頭痛」「イライラする」「意識がもうろうとなる」「昏睡」などがありますが人それぞれ

感じ方が違います。低血糖の予防には食事を抜かず規則正しく食事を取ることが大切です。また低血糖症状

が現れたらすぐに砂糖やブドウ糖を取って下さい（食事でも効果はありますが低血糖の回復までに時間がか

かります）。特にαグルコシダーゼ阻害剤（商品名ベイスン・グルコバイ・セイブル等）を内服している場

合はブドウ糖以外ではなかなか回復しないためブドウ糖を常に携帯して下さい。

内科医長　 桐  井  宏  和 
きり い ひろ かず

※訂正とお詫び

　広報せきがはら１１月号の関ケ原病院からのお知らせにおきまして副院長の宮喜一先生を誤って副医長

と表記してしまいました。ここに訂正させていただき、宮先生また町民の皆さまにお詫びを申し上げます。
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土金木水火月診療科名等

瀬古瀬古瀬古斎藤瀬古斎藤一診

内 科

森島斎藤桐井安藤森島安藤二診

桐井森島  桐井 三診

安藤五診

安藤 森島桐井斎藤瀬古初診

安藤森島斎藤・森島（女性外来） 午後

松尾浦野宮宮浦野宮一診

外 科 宮／浦野小森浦野／松尾松尾松尾／宮浦野／松尾三診・処置

検査・手術等手術等手術等病棟回診・手術等午後

安藤毎週土曜日（午前）外科・二診脳神経外科

毎週月曜日（午前）※月曜日が祭日の場合は火曜日　山中外科・二診皮 膚 科

徳永徳永徳永徳永徳永徳永午前
泌 尿 器 科

手術・検査検査手術・検査手術・検査午後

久島楊楊久島楊久島一診

整 形 外 科 久島久島久島二診

手術等手術等手術等手術等午後

岐阜大学岐阜大学岐阜大学午前小 児 科

小國堀堀堀堀午前
眼 科

手術等午後

　　　１・２　林　
３・４・５　横山安藤午前耳鼻いんこう科

佐木佐木佐木佐木佐木佐木午前
歯 科

佐木病棟往診・手術佐木佐木午後

※担当医等は都合により変更となる場合があります。　　　※耳鼻いんこう科、土曜日の１～５はその週を表しています。
※小児科の平日（午後）・土曜日の診療は内科で行います。
※歯科へ午後、予約外受診される場合は、電話にて確認をお願いします。（手術・健診などにより午後休診になる場合があります。）
※透析患者さんの回診等のため、泌尿器科の診察は午前９時３０分開始となります。
※女性外来は、午後２時～４時健診室にて診察を行います。（完全予約制）　　◎急患の場合は、随時診察を行います。（℡４３－１１２２）
※整形外科二診（火・木・金）の診察は午前９時～１０時のみとなります。

●国保　関ケ原病院の外来診察と担当医師（平成19年12月） ※都合により休診になる場合があります。

ブドウ糖負荷試験についてブドウ糖負荷試験について
　近年、糖尿病は、４０歳を過ぎた中年以降に激増する傾向が見られ、１０人に１人の割合で予備群がいるとい

われています。こうした事情を背景に、健診を受けられる皆様にとって特に大きな関心事となっているのが、

糖尿病の項目としての血糖値やＨｂＡ１ｃ（採血した１～２ヶ月前の血糖値の総和を見ます。）の値ではないで

しょうか？　　　　

　空腹時血糖の基準値は、７０～１０９Ê/Íで、１２６Ê/Í以上が糖尿病と考えられます。又、ＨｂＡ１ｃの基準値は、

４．３～５．８％とされ、６．１％以上の場合が糖尿病の疑いが大きいといわれています。（住民健診の基準値は、少

し厳しい値になっています。）検査結果において、数値だけで糖尿病と判定できない場合、２次検査として、

ブドウ糖負荷試験が勧められます。この検査は、エネルギー源としての糖分が体内に入った場合の血糖値の

変動やインスリン（すい臓から分泌される血糖を下げるホルモンです。）を出す能力をみる検査です。

　前日の夕食は軽めにとり、朝食を抜いてきてもらいます。そしてまず、空腹時の血液と尿を採取します。

それから７５ｇのブドウ糖液（甘い炭酸水です）を一気に飲んでいただいて、３０分おきに２時間まで計５回の採

血・採尿を行います。その後、各々の血糖値、インスリン値、尿糖を測定しグラフを作成いたします。検査

結果から「正常型」「糖尿病型」「境界型」と分けられます。同時にインスリン分泌指数を算出することによ

り、糖尿病型へ移行する危険性が高いかどうかをみることも出来ます。

　耐糖能異常をきちんと評価するためには、この検査が不可欠の為、勧められた場合は、ぜひ受けて下さい。

また、必ず結果を聞きに来ていただき、担当医から説明や今後の生活のアドバイスを受けて下さい。

臨床検査科　科長補佐　　 高  木 　 桂  子 
たか ぎ けい こ
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　１月からの予防接種の日程を変更させていただきます。

対象となるお子さんの保護者の方は接種日の確認をお願い致します。

場所・時間は変更ありません。

＜予防接種の受け方について＞

　予防接種は体調のよい時に受けるのが原則です。日頃から保護者の方はお子さんの体質、体調など健康状態に

よく気を配って下さい。そして気にかかることがあれば、あらかじめかかりつけ医またはやすらぎ健康増進セン

ターに相談してください。安全に予防接種を受けられるよう、保護者の方は次のことに注意の上、当日に予防接

種を受けるかどうか判断して下さい。

①　当日は、朝からお子さんの状態をよく観察し、ふだんと変わったところのないことを確認するようにしま

しょう。

②　受ける予定の予防接種について、冊子「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、予防接種の効果や目的、

副反応についてよく理解しましょう。

③　母子健康手帳は必ず持って行きましょう。

④　予診票は、接種する医師への大切な情報です。責任をもって記入するよう

にしましょう。

⑤　安全に予防接種ができるよう、予防接種会場へは、お子さんの日頃の健康

状態を把握している保護者の方が連れていきましょう。

保護者の方が同行できない場合は、接種ができません。

143-3201
（健康増進センター） 

健康に関するご相談は、 
保健師・栄養士までどうぞ。 

予防接種名：ＢＣＧ・３種混合

変更後変更前

１月２１日（月）①１月１１日（金）

２月１８日（月）②２月８日（金）

３月１７日（月）③３月３日（月）

★予防接種の同伴者についてのお願い★
　お子さんの予防接種の際には保護者の方の同伴が必要です。予防接種法において保護者とは、「親権を行

う者または後見人」と定められています。平成２０年１月から関ケ原町が実施する予防接種は、原則、父母以

外の方が同伴された場合は、接種を見合わせていただきます。予防接種を安全に受けていただくため、ご理

解のほどよろしくお願いします。やむを得ず保護者の方が同行できない場合は、やすらぎ健康増進センター

までお問い合わせください。
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　１２月からの離乳食教室・乳幼児健診の日程を変更させていただきます。対象となるお子さんの保護者の方は、

実施日の確認をお願いします。尚、対象者の方へは問診票等の個別通知をします。

お詫びと訂正
　広報６月号におきまして、平成１８年度の３歳
児健診にてむし歯のないお子さんが３８名と
ありましたが、表彰児：柴井の 竹  中  涼  七 さ

たけ なか すず な

んの名前が記載もれしており、３９名となりま
す。お詫びして訂正いたします。竹中涼七
さんおめでとうございます。

１歳６か月児・３歳児健診離乳食教室（ＡＭ）／乳児健診（ＰＭ）

変更後変更前変更後変更前

１２月１０日（月）①１２月１４日（金）１月２８日（月）①１月２５日（金）

２月４日（月）②２月２２日（金）３月１０日（月）②３月１４日（金）
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12月 
備 考対 象 者会 場日 時内 容

母
子
関
係

母子健康手帳、母子相談のみ
予約制です。（保健師まで）希望者

保健福祉総合施設
「やすらぎ」

４日（火）午前１０時００分～午前１１時００分お子さん何でも相談・
母 乳 相 談

問診票、母子健康手帳、３歳
児健診は目と耳のアンケート

平成１８年４月・５月生まれ
１０日（月）１歳６か月児健診：午後１時３０分～午後１時４５分　　　　　３ 歳 児 健 診：午後２時００分～午後２時３０分

１歳６か月児健診

平成１６年１０月・１１月生まれ３ 歳 児 健 診

母子健康手帳
ＢＣＧ：生後３か月～生後６か月未満児

１７日（月）Ｂ Ｃ Ｇ：午後１時３０分～午後１時４５分　　　　　３種混合：午後２時００分～午後２時３０分
Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種

３種混合：生後３か月～９０か月未満児３種混合予防接種

運動のできる服装、水分（お
茶・水等）、手作り手帳２歳児（未就園児）とその保護者等１８日（火）午前９時３０分～午前１１時３０分キ ッ ズ ビ ク ス

運動のできる服装、水分（お
茶・水等）・バスタオル

申込者保健福祉総合施設
「やすらぎ」

７日（金）午後１時００分～午後３時３０分２１日（金）ヨ ー ガ 教 室

成
人
関
係

運動のできる服装、靴、水
分（お茶・水等）・バスタオル１２日（水）午前９時３０分～午前１２時００分貯 筋 教 室

運動のできる服装、靴、水
分（お茶・水等）・バスタオル１２日（水）午後１時００分～午後３時３０分血液さらさら教室

１３日（木）午前１０時００分～午前１１時３０分２７日（木）右 脳 活 性 化 教 室

運動のできる服装、靴、水
分（お茶・水等）・バスタオル１９日（水）午前９時３０分～午前１２時００分シルバービクス教室

運動のできる服装、靴、水
分（お茶・水等）・バスタオル１９日（水）午後１時００分～午後３時３０分本気で３㎏スリム教室

■おはなし原っぱスペシャル

にじっこクラブ・クリスマス会
１２月８日（土）午後１時～午後３時

ふれあいセンター・小ホール

　★大型かみしばい　

　　「かえるのおんがえし」

　★エプロンシアター

　　「ももたろう」

　★人形劇

　　「さるかに」

　★つくってあそぼう

　　「ピョコピョコでんぐりサンタさん」

もちもの：サインペン

　１２月２８日（金）から１月４日（金）までは、年末

年始の休館日となっております。この期間は、

毎年、返却ポストがいっぱいになり、本が傷む

原因にもなります。延滞されている本はなる

べく早く返却していただき、気持ちよく新年

を迎えましょう。

　また、今年度は、年末年始及び冬休みの読書

のすすめとして１２月14日（金）から２７日（木）の

期間に限り、おひとり１０冊までお貸しします。

２週間後の返却日が、年末年始の休館日と重な

る場合は、年明け１月５日（土）が返却日となり

ます。上手に利用いただいて、年末年始を有意

義にお過ごしください。

１２月１４日（金）～１２月２７日（木）
（休館日を除く）の期間中

おひとり１０冊まで
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年末年始の休館日のおしらせと
図書館からのお願い
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ごみの出し方について 
　　　　　　　～環境衛生係からのお知らせ～　 
ごみの出し方について 
　　　　　　　～環境衛生係からのお知らせ～　 

１．畳の処分について
　個人で取り替えた畳に限り、西南濃粗大廃棄物処理センターへの直接搬入が可能になりました。ただし、
業者の搬入を防ぐため、当面は１回の搬入につき５枚を限度とします。また、外に放置してあった腐敗してい
る畳は、機械の故障の原因となるため搬入できません。今回の受入は、あくまでも個人での当施設への直接
搬入の場合のみで、町の粗大ごみの収集の際には出すことはできませんのでご注意下さい。通常のごみ収集
に出す場合は、５０㎝ 角に切っていただき、袋に入れるか、ひも等で束ねシールを貼って、燃やせるごみの日
に出していただきますようよろしくお願いいたします。
　直接搬入の場合には、役場窓口での投入許可申請手続きと、搬入先での料金の支払いが必要になります。

２．ごみの分別についての注意事項
・発泡スチロール、ビデオテープを燃えないごみに混入しないようご注意下さい。発泡スチロールは発泡ス
チロールの収集日に、ビデオテープはプラスチック類の収集日にお出し下さい。
・ライター、ガスボンベは、処理場での火災の原因になるため、必ずガス抜きをして、ライターは有害ごみ
の収集日に、ガスボンベは燃えないごみの収集日にお出し下さい。
・スプリングベッドは、スプリング部分と布部分に分けることで、ごみとして出すことができます。スプリ
ング部分は粗大ごみの収集日に、布部分は燃やせるごみの収集日にお出し下さい。スプリングソファーは、
そのまま粗大ごみに出すことができます。
・布団・カーペット等は、必ず５０㎝ 角に切って袋に入れてお出し下さい。南濃清掃センターへ直接搬入され
る場合にも、切っていないと受入してもらえないのでご注意下さい。
・その他ごみの分別についてご不明な点がございましたら、役場水道環境課環境衛生係までお問い合わせ下さい。

３．その他
・ごみは必ず８時までにごみステーションまでお出し下さい。ごみ収集車の収集後に出されたごみは収集でき
ませんのでご注意下さい。
・ごみの減量化、ごみ分別のマナー向上にご協力下さいますようよろしくお願いいたします。

問い合わせ先　役場　水道環境課　ＴＥＬ４３－３０５３

く見ないで!! 
自転車事故の代償 その2

　自転車で交通事故を起こしたら…。場合によっては被害者
に対して多額の賠償金を支払う責任を負うことになったり、刑
事上の責任に問われる可能性があります。最近町内において
も運転マナーを無視した運転などが数多く見受けられるそう
です。今回は自転車利用の「安全作法」として自転車の交通
ルールについてお知らせしたいと思います。これを機会に今
一度ご自分の運転マナーを見直してみてはいかがでしょうか。 

軽 

夜、交差点を横断するときは、 
　　右・左折車の動きを確かめましょう 
　特に大きな交差点では、右・左折車
のライトは横断歩道全体を照らさない
ため、暗がりを横断している自転車の
発見が遅れてしまうことがあります。 

ほかの自転車と並んで走るのはやめましょう。 
　並んで走ると、歩行では歩行者の通
行を妨げ、車道では車の走行を妨げます。
違反すると２万円以下の罰金または科
料（道路交通法第１９条違反） 
※ただし、「並進可」の標識がある道路
では、２台まで並んで走ることができま
す。 

＜レギュラー放送＞
●ＯＣＴ情報交差点
火～金　午後８時～他
エリア内のニュースや出来事を一週間まとめて放送。
身近な話題からとっておきの情報まで盛りだくさんでお伝
えします。
　４日～イベント情報　
　１１日～グルメ情報
 
＜年末特別番組＞
◇ＯＣＴ情報交差点　総集編
　８月放送分　２４日正午～　
　９月放送分　２５日正午～　
　１０月放送分　２６日正午～　
　１１月放送分　２７日正午～　
　１２月放送分　２８日正午～　　
◇ぷらっと　総集編　（８月～１２月放送分）
　２５日午後６時～
◇げんきはなまる　総集編　（８月～１２月放送分）
　２６日午後６時～　
◇西濃のむかしばなし　総集編　（８月～１２月放送分）
　２７日午後７時３０分～　
 
「平成２０年 新春メッセージ」 出演者募集　
カメラに向かって新年の抱負・活動ＰＲを！
各種団体に所属するみなさまの参加をお待ちしております。
収録日時：１２月２３日（日）　午前９時～午後５時の随時
　　　　　関ケ原ふれあいセンター　小ホール（参加無料）
詳しくは、大垣ケーブルテレビ放送部まで
　
※２４日～３１日は特別編成期間のため通常放送はお休みしま
す。

12
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　後期高齢者医療制度は、現行の老人保健制度に変わって、平成２０年４月から始まる７５歳（一定の障害の
ある人は６５歳）以上の方を対象（被保険者）とした新しい医療制度です。
　保険料は、下記のとおり算定し、被保険者のすべての方に負担していただくことになります。
①後期高齢者医療保険料は、１人当たりいくらと決められる応益分（均等割額）と、被保険者の所得に応
じて決められる応能分（所得割額）を合計して、個人単位で計算されます。

②所得割額は、被保険者本人の基礎控除後の総所得金額等（旧ただし書所得）をもとに計算されます。
③被用者保険の被扶養者であった方については、制度加入時から２年間、均等割額のみとし、これを５割軽
減します。さらに、平成２０年４月から９月まで半年間は保険料を徴収せず、平成２０年１０月から平成２１年３
月までの半年間は均等割額を９割軽減します。（所得割額は賦課されません。）

④賦課限度額は５０万円（年額）です。
⑤平成２０・２１年度の保険料率について

⑥一人当たり保険料試算（単身世帯（１人）で公的年金収入のみの場合）

　39,310円均　等　割　額

７．３９％（０．０７３９）所　得　割　率

８５５万２８０万２４０万２１０万２０３．１万２００万１８０万１６０万１４０万１２０万公的年金収入（円）

６，２３７，５００１，２７０，０００８７０，０００５７０，０００５０１，０００４７０，０００２７０，０００７０，０００００旧ただし書所得（円）所
得
割
額

保
険
料
額

４６０，９５１９３，８５３６４，２９３４２，１２３３７，０２３３４，７３３１９，９５３５，１７３００金額（円）

６，４１７，５００１，４５０，０００１，０５０，０００７５０，０００６８１，０００６５０，０００４５０，０００２５０，０００５０，００００軽減判定所得（円）
均
等
割
額

無無無無無２割２割７割７割７割軽減割合

３９，３１０３９，３１０３９，３１０３９，３１０３９，３１０３１，４４８３１，４４８１１，７９３１１，７９３１１，７９３金額（円）

５００，０００１３３，１００１０３，６００８１，４００７６，３００６６，１００５１，４００１６，９００１１，７００１１，７００年額（円）

４１，６６６１１，０９１８，６３３６，７８３６，３５８５，５０８４，２８３１，４０８９７５９７５月額換算（円）

⑦低所得者の軽減について

　被保険者のうち、同一世帯内の被保険者及び世帯主の総所得金額等の合計額が下記の金額以下の場

合、均等割額が軽減されます。

基礎控除額（３３万円）・・・７割軽減

基礎控除額（３３万円）＋〔２４．５万円×被保険者数（被保険者である世帯主を除く。）〕・・・５割軽減（複数世帯のみ）

基礎控除額（３３万円）＋〔３５万円×被保険者数〕・・・２割軽減

※国保と同様、公的年金控除を受けた者については、総所得金額等から１５万円を控除して適用します。

お問い合わせ先
　　　岐阜県後期高齢者医療広域連合　TEL　058-387-6368
　　　役場　住民課　TEL４３-１１１３
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●お問い合わせ先● 
●役　場 
●教育委員会 
●中央公民館 
●ふれあいセンター 
 
 

43-1111（代） 
43-1289 
43-1288 
43-2233 
 

　

大
垣
社
会
保
険
事
務
所
の
年
金
専

門
官
が
、
皆
さ
ん
の
年
金
に
関
す
る

疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

日　

時　
　

月　

日
（
金
）

１２

２１

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
午
後
６
時

３０

場　

所　

関
ケ
原
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
階
談
話
室

※
国
民
年
金
の
保
険
料
に
未
納
期
間

が
あ
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

農
業
所
得
は
、
所
得
標
準
か
ら
収

支
計
算
に
変
わ
り
、
今
年
で
２
回
目

と
な
り
ま
す
が
、
領
収
書
や
帳
簿
の

整
理
な
ど
は
お
済
み
で
す
か
？
農
業

所
得
の
あ
る
す
べ
て
の
方
は
、
申
告

の
際
「
収
支
内
訳
書
」
の
記
入
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

◎
収
支
計
算
の
し
く
み

収
入
金
額
―

必
要
経
費
＝
所
得
金
額

◎
保
存
す
る
書
類

・
収
入
金
額
の
わ
か
る
書
類
（
出
荷

伝
票
や
仕
切
書
な
ど
）

・
必
要
経
費
の
わ
か
る
書
類
（
請
求

書
や
領
収
書
な
ど
）
そ
れ
以
外
に
も

販
売
代
金
の
入
金
や
、
肥
料
代
金
な

ど
が
引
き
落
と
さ
れ
る
口
座
の
通
帳
、

農
協
か
ら
の
出
荷
や
購
買
代
金
の
明

細
書
も
必
要
で
す
。

 

◎
農
業
所
得
収
支
計
算
相
談
日
◎

日
時　
　

月　

日
（
水
）、　

日
（
木
）

１２

１９

２０

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

場
所　

関
ケ
原
町
役
場　

税
務
課
窓
口

（
領
収
書
な
ど
関
係
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

※
確
定
申
告
の
期
間
中
に
、
農
業
所

得
の
収
支
計
算
を
せ
ず
に
申
告
会
場

に
お
越
し
に
な
っ
て
も
申
告
相
談
に

応
じ
か
ね
ま
す
の
で
、
必
ず
申
告
ま

で
に
完
了
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

大
垣
税
務
署（
個
人
課
税
第
１
部
門
）

℡
７
８
―
４
１
０
１

役
場 
税
務
課 
℡
４
３
―
３
０
５
１

　

平
成　

年
工
業
統
計
調
査
を　

月

１９

１２

　

日
現
在
で
行
い
ま
す
。
調
査
の
実

３１施
に
当
た
っ
て
は
、
本
年　

月
か
ら

１２

来
年
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺

い
し
ま
す
。
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
統
計
法

に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
本
年
の
調
査
よ
り
調
査

項
目
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
の
で
、

調
査
票
の
記
入
に
あ
た
っ
て
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

経
済
産
業
省
・
岐
阜
県
・
関
ケ
原
町

問
い
合
わ
せ
先

役
場
地
域
振
興
課℡

４
３
―
１
１
１
２

人
権
週
間

『
育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人
権
意
識
』

農
業
所
得
の
整
理
は

お
済
み
で
す
か
？

　
　

月
４
日
（
火
）
か
ら　

月　

日

１２

１２

１０

（
月
）
ま
で
「
人
権
週
間
」
で
す
。

人
権
週
間
中
に
は
、
特
設
相
談
所
を

次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。
家
庭
内

の
問
題
、
い
じ
め
、
体
罰
、
虐
待
、

悩
み
事
な
ど
お
困
り
の
方
は
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
、
相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

相
談
日　
　

月　

日
（
月
）

１２

１０

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

場　

所　

関
ケ
原
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
担
当
者　

関
ケ
原
町
人
権
擁
護
委
員

問
い
合
わ
せ
先

役
場　

住
民
課

℡
４
３
―
１
１
１
３ 

年
金
相
談

◎
お
正
月
飾
り
教
室

日　

時　
　

月　

日
（
土
）

１２

１５

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
前　

時
１２

会　

場　

働
く
婦
人
の
家
・
講
習
室

定　

員　
　

名
１０

材
料
費　

１
、８
０
０
円

持
ち
物　

ラ
ジ
オ
ペ
ン
チ
、も
の
さ
し
、

は
さ
み
、
お
持
ち
帰
り
用

紙
袋
（
大
）

講　

師　
 
井  
野  
洋  
一  
郎 
先
生

い 

の 
よ
う 
い
ち 
ろ
う

※
見
本
が
事
務
所
カ
ウ
ン
タ
ー
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

◎
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
づ
く
り
教
室

日　

時　
　

月　

日
（
土
）

１２

２２

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
前　

時
１２

会　

場　

働
く
婦
人
の
家
・
調
理
室

定　

員　
　

組
１０

材
料
費　

大
人
向
き（
サ
イ
ズ　

㎝
）１
、８
０
０
円

１８

子
ど
も
向
き（
サ
イ
ズ　

㎝
）１
、８
０
０
円

２１

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

お
持
ち
帰
り
用
ケ
ー
キ
の

箱
又
は
容
器

講　

師　
 
井  
野  
和  
子 
先
生

い 

の 
か
ず 
こ

申
し
込
み

　

両
教
室
と
も
お
早
め
に
婦
人
の
家

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申

し
込
み
が
５
名
未
満
の
場
合
中
止
に

な
る
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

働
く
婦
人
の
家℡

４
３
―
２
６
６
６

働
く
婦
人
の
家

講
座
の
お
知
ら
せ

　

国
民
年
金
及
び
厚
生
年
金
保
険
な

ど
か
ら
老
齢
を
支
給
事
由
と
す
る
年

金
（
以
下
「
老
齢
年
金
等
」）
は
、
所

得
税
法
上
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

公
的
年
金
等
の
支
払
い
者
は
、
所

得
税
法
第
２
２
６
条
第
３
項
の
規
定

に
よ
り
、
そ
の
年
に
お
い
て
支
払
い

の
確
定
し
た
公
的
年
金
等
に
つ
い
て
、

そ
の
公
的
年
金
等
の
支
払
い
を
受
け

る
者
の
各
人
別
に
源
泉
徴
収
票
を
作

成
し
、
そ
の
年
の
翌
年
１
月　

日
ま

３１

で
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
社
会
保
険
業
務
セ
ン

タ
ー
（
社
会
保
険
庁
）
で
は
、
国
民

年
金
及
び
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
老

齢
年
金
等
受
給
者
全
員
の
皆
さ
ま
に
、

そ
の
年
（
平
成　

年
）
の
１
年
間
の

１９

年
金
支
払
い
総
額
、
社
会
保
険
料

（
介
護
保
険
料
）
の
金
額
、
源
泉
徴

収
税
額
及
び
控
除
内
容
を
記
載
し
た

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
を

平
成　

年
の
１
月
中
旬
か
ら
下
旬
に

２０

か
け
て
送
付
し
ま
す
。

※
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
非
課
税

の
た
め
、
源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　

大
垣
社
会
保
険
事
務
所

℡
７
８
―
５
１
６
６

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

平
成　

年
分

１９

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」の
交
付
に
つ
い
て
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寒
い
時
期
を
迎
え
、
暖
房
器
具
を

使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、

や
け
ど
を
し
な
い
よ
う
、
暖
房
器
具

の
正
し
い
使
い
方
に
つ
い
て
次
の
こ

と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

�
ス
ト
ー
ブ
や
床
暖
房
で
は
「
暖
か

い
」
と
感
じ
る
程
度
の
温
度
で
も
、

長
時
間
同
じ
状
態
で
い
る
と
低
温
や

け
ど
や
脱
水
症
状
の
危
険
が
あ
り
ま

す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

燃
え
や
す
い
も
の
の
近
く
で
の
使
用

や
就
寝
中
の
使
用
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

�
ス
プ
レ
ー
な
ど
に
は
引
火
性
の
ガ

ス
を
用
い
た
も
の
が
多
く
、
火
の
近

く
で
使
用
す
る
と
引
火
す
る
恐
れ
が

あ
り
危
険
で
す
。
十
分
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

�
加
湿
器
は
い
つ
も
清
潔
に
し
て
お

使
い
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
蒸
気
に
よ

る
や
け
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

�
電
気
毛
布
、
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
の

ヒ
ー
タ
ー
線
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

�
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
石
油
フ
ァ
ン

ヒ
ー
タ
ー
等
の
給
油
の
際
は
「
必
ず

消
火
し
て
か
ら
給
油
す
る
こ
と
」

「
キ
ャ
ッ
プ
を
し
っ
か
り
締
め
る
こ

と
」
を
必
ず
守
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

�
「
暖
房
中
の
頭
痛
や
吐
き
気
」「
中

毒
」
な
ど
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ

う
、
暖
房
時
の
換
気
に
は
常
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

暖
房
器
具
の
手
入
れ
は

万
全
で
す
か
？

留
守
家
庭
児
童
教
室
の

申
込
用
紙
の
配
布
を
行
い
ま
す

　

平
成　

年
度
留
守
家
庭
児
童
教
室

２０

の
入
室
関
係
の
申
込
用
紙
を
以
下
の

と
お
り
配
布
し
ま
す
。

用
紙
配
布
及
び
申
込
場
所

　

関
ケ
原
町
教
育
委
員
会

申
込
受
付
期
限

　

平
成　

年
１
月　

日
（
金
）
ま
で

�
�

�
�
�
�
�
�

２０

２５

※
期
限
厳
守
（
期
限
後
の
申
込
は
受

付
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

入
室
期
間

　

平
成　

年
４
月
１
日
〜
平
成　

年
３
月　

日

２０

２１

３１

※
年
度
途
中
や
夏
休
み
な
ど
長
期
休

業
日
だ
け
の
申
込
は
で
き
ま
せ
ん
。

保
育
時
間

・
小
学
校
授
業
日
及
び
幼
稚
園
保
育

日
の
月
曜
日
〜
金
曜
日
な
ど
の
通
常

保
育
日
･
･
･
午
後
２
時
〜
午
後
６
時

・
長
期
休
業
期
間
中
（
夏
休
み
な
ど
）

の
月
曜
日
〜
金
曜
日
及
び
学
校
の
振

替
休
日
･
･
･
午
前
８
時　

分
〜
午
後
６
時

３０

休
室
日

　

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
及
び
年
末
年
始
等

開
設
場
所

　

関
ケ
原
南
小
学
校
附
属
幼
稚
園
（
南
小
学
校
区
）

　

関
ケ
原
北
小
学
校（
北
小
学
校
区
）

※
た
だ
し
、
入
室
希
望
者
が
少
数
の

場
合
は
南
幼
稚
園
一
箇
所
で
の
開
設

と
な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
通
常
保

育
日
の
北
小
学
校
及
び
今
須
小
学
校

か
ら
南
幼
稚
園
ま
で
の
送
り
に
つ
い

て
は
、
教
育
委
員
会
に
て
実
施
す
る

予
定
で
す
。

対
象
者

　

放
課
後
に
、
保
護
者
の
保
護
を
１

か
月
に　

日
以
上
受
け
る
こ
と
が
で

１５

き
な
い
状
態
が
３
か
月
以
上
続
く
家

庭
で
、
町
内
小
学
校
１
〜
３
年
生
の

児
童
及
び
町
内
幼
稚
園
の
園
児

保
育
料

　

無
料
〜
１
万
５
千
円
／
月
の
範
囲

（
所
得
に
応
じ
て
）

　

ま
た
傷
害
保
険
料
５
百
円
／
年
が

別
途
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

℡
４
３
―
１
２
８
９

　

体
育
協
会
主
催
「
町
民
ス
キ
ー
大

会
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
参

加
希
望
者
は
体
育
協
会
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日　

時　

平
成　

年
１
月　

日（
日
）

２０

２０

会　

場　

国
見
ス
キ
ー
場

種　

目　

大
回
転

部　

門　

７
部
門
（
予
定
）

小
学
生
男
子
・
女
子
・
中
学
生
男
子
・
女
子
（
年
齢

制
限
な
し
）・
青
年
（　

歳
未
満
男
子
）・
成
年
（　

２５

２５

歳
以
上　

歳
未
満
男
子
）・
壮
年
（　

歳
以
上
男
子
）

３５

３５

参
加
料　

１
人　

５
０
０
円

申
込
方
法

体
育
協
会
事
務
局
へ
電
話
に
て
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

体
育
協
会
事
務
局℡

４
３
―
１
２
８
９

町
民
ス
キ
ー
大
会
参
加
者
募
集

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
」制
度
が

は
じ
ま
り
ま
し
た

・「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
」制

度
は
、
平
成　

年
４
月
に
施
行
さ
れ

１８

た
改
正
介
護
保
険
法
に
盛
り
込
ま
れ

た
新
し
い
制
度
で
す
。

・
岐
阜
県
指
定
情
報
公
表
セ
ン
タ
ー

又
は
岐
阜
県
高
齢
福
祉
課
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
、
岐
阜
県
内
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
・
施
設
の
サ
ー
ビ

ス
内
容
や
運
営
状
況
に
関
す
る
情
報

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
あ
た
り
、

高
齢
者
ご
本
人
を
は
じ
め
、
ご
家
族

や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
と
と
も
に

参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
自
分
に

合
っ
た
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
や
事
業

所
・
施
設
の
選
択
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
県
指
定
情
報
公
表
セ
ン
タ
ー

　
（
社
会
福
祉
法
人
岐
阜
県
社
会
福
祉
協
議
会
）

℡
０
５
８
―
２
７
３
―
１
１
１
１

（
内
線
２
５
２
４
）

 

０
５
８
―
２
７
５
―
４
８
５
８

岐
阜
県
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公
表
シ
ス
テ
ム

http://kouhyou.w
inc.or.jp/kaigosip

FAX

　

い
よ
い
よ
本
格
的
な
冬
の
到
来
と

な
り
ま
す
。
こ
の
時
季
、
毎
年
交
通

渋
滞
が
多
く
発
生
し
、
こ
の
渋
滞
に

よ
り
、
緊
急
車
両
が
現
場
に
到
着
す

る
の
に
支
障
を
き
た
し
大
き
な
災
害

に
発
展
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
よ
り

一
層
火
災
予
防
に
努
め
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
積
雪
時
の
水
利
の
確
保
に

あ
た
っ
て
も
、
消
防
署
だ
け
で
は
、

数
が
と
て
も
多
く
非
常
に
困
難
な
作

業
と
な
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
も
、
自
宅
近
く

の
消
火
栓
、
防
火
水
槽
の
除
雪
に
ぜ

ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

火
災
予
防
と
積
雪
時
の

水
利
の
確
保
に
つ
い
て

日
時　
　
　

月　

日
（
火
）

１２

１８

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

会
場　
　

関
ケ
原
町
中
央
公
民
館

テ
ー
マ　

関
ケ
原
合
戦
外
伝
（
そ
の
７
）

　
　
　
　

岩
手
藩
主
、
竹
中
氏
に
つ
い
て

　

関
ケ
原
の
殿
様
（
領
主
）
の

歴
代
藩
主
、
お
よ
び
御
親
族
の

方
々
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
の

学
習
に
な
り
ま
す
。
な
お
新
し

い
資
料
を
お
持
ち
の
方
は
是
非

発
表
し
て
く
だ
さ
い
。
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つ
つ
し
ん
で
お
く
や
み 

　
　
　
　
申
し
上
げ
ま
す 

末
な
が
く
お
幸
せ
に 

住　
　

所

若
宮

北
方
町

西
町
二

大
垣
市

氏　
　

名

 
小  
西 　
　

こ 
に
し

 
学 

　

ま
な
ぶ

 
大  
屋  
摩  
希  
子 

お
お 
や 

ま 

き 

こ

 
石  
井 　
 
康  
史 

い
し 
い 

や
す 
し

 
河  
瀬 　
 
純
子 

か
わ 
せ 

じ
ゅ
ん
こ

住　
　

所

公
門
二

玉
中
部

陣
場
野

玉
中
部

公
門
四

氏　
　

名

 
牧  
村  
田  
鶴  
子 

ま
き 
む
ら 
た 

ず 

こ

 
相  
撲 
て
る 
江 

す 
ま
い 

え

 
浅  
野 　
 
光  
子 

あ
さ 
の 

み
つ 
こ

 
長  
谷  
川  
雅  
彦 

は 

せ 
が
わ 
ま
さ 
ひ
こ

 
竹  
田  
冨  
貴  
子 

た
け 
だ 

ふ 

き 

こ

　

歳
85

　

歳
92

　

歳
80

　

歳
76

　

歳
87

◎火災時における災害情報はテレホンサービス　TEL 24ー 1090

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

住
所

★
松
尾

★
新
明

★
野
上
二

★
公
門
二

★
松
尾

あ
か
ち
ゃ
ん
の

名　
　
　
　

前

 
松  
尾 　
 
拓  
馬 

ま
つ 
お 

た
く 
ま

石
   

�

い
し
ざ
き

   
　
 
天  
晴 

て
ん 
せ
い

�た
か

   
 
木 　
 
菜  
生 

ぎ 

な 

お

 
濱  
谷 　
 
心  
潤 

は
ま 
た
に 

み 
ひ
ろ

 
兼  
山 　
 
空  
大 

か
ね 
や
ま 

そ 

ら

お
父
さ
ん

お
母
さ
ん

　
 
篤 

あ
つ
し

 
亜  
矢  
子 

あ 

や 

こ

 
省 　
 
八 

せ
い 

は
ち

 
千 　
 
秋 

ち 

あ
き

 
信 　
 
一 

し
ん 

い
ち

 
千 　
 
恵 

ち 

え

 
孝 　
 
之 

た
か 

ゆ
き

 
美 　
 
江 

み 

え

 
陽 　
 
介 

よ
う 

す
け

 
悦 　
 
子 

え
つ 

こ

平成19年10月16日から　 
平成19年11月15日までの 
　　受付分（敬称略） 

　
　
●

●
●●
●●●●●●●●

●
●
●
●

平成19年11月1日現在 

人口　  8,654人（－19） 

男　　  4,241人（－1人） 

女　　  4,413人（－18人） 

世帯数  2,885世帯（－7世帯） 

●消防署　平成19年10月分

搬送人員出動件数
累計今月累計今月

548374交 通

353343一般負傷

15591639急病人

497507その他

2932728423計

損害額（千円）出動件数
累計今月累計今月

8,779020建 物

0000車 両

0010林 野

0000その他

8,779030計

◎救急 ◎火災 

平成19年10月分 

比  較
１８年１０月の
排出量

１９年１０月の
排出量

品  目

３.５％増８１.２７ｔ８４.１４ｔ燃やせるごみ

３７.３％増７.１２ｔ９.７８ｔプラスチック類

１５.１％増１０.６９ｔ１２.３１ｔ燃やせないごみ

＊昨年に比べ全ての品目でごみの量が増えています。
ごみの減量化にお努めください。

　関ケ原町では、在宅のひとり暮らし老人に対する自立的生活の支援と福祉の増進を図ることを目

的として、お年玉を支給することになりました。

（対象者）①　１２月１日において住民基本台帳若しくは外国人登録原票に記載され、かつ、現に町

内に引き続き１年以上居住していること。

②　１２月１日における満年齢が７５歳以上であること。

（支給額）　１万円

（支給日）　１月１日（事情により多少遅れることがあります。）

　次のいずれかに該当するときは、お年玉の支給を受けられません。

①　支給日前までに死亡又は転出したとき。

②　受給を辞退する旨の申出があったとき。

③　１月末日までに受給しなかったとき。

④　１２月１日において子又は配偶者が町内に居住しているとき。

お問い合わせ先　役場住民課　TEL ４３－１１１３

在宅のひとり暮らし老人にお年玉が支給されます 在宅のひとり暮らし老人にお年玉が支給されます 


